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１．研究計画の概要 

 

 本研究では、言語処理の基本過程を明らか
にしながら、手話による言語能力および学習
メカニズムを実証的に明らかにすることを
目的とする。特に、文章理解・文法・単語・
音韻（手話では手型・位置・動きなど）につ
いての音声言語の知見を手話でも検証して
いくことが必要である。そこで、本研究は、
統計学的な精査に耐えうる教育調査研究と
脳機能イメージング研究を両輪として、聴覚
障害者を対象とした教育・生活支援プログラ
ムの実現に向けたデータ蓄積の第一歩とな
ることを目標とする。 

 脳機能イメージング法による実験研究に
加えて、教育現場での調査研究を実施する。
具体的には、日本手話のネイティブ・サイナ
ーおよび習得途上者の脳活動を fMRI（機能
的磁気共鳴映像法）で計測し、言語処理の機
能局在と学習の到達度を定量的に評価する。
聴覚障害児向けの日本手話の能力テストや、
日本語を第二言語とする幼児・生徒のための
日本語の能力テストは既存のものがないた
め、本研究プロジェクトで新たに作成する。 

 

２．研究の進捗状況 

 

 ろう者を対象とした fMRI 研究では、日本
手話の単語・文法・文章理解の 3 段階に対応
して、左前頭葉の活動が背側から腹側へと段
階的に広がっていき、特に文章理解では左優
位ではあるが両側性の言語野の脳活動が観
察された。これは、上述の「文法中枢」が音
声言語だけでなく手話の統語処理でも必要
とされることを示す初めての明確な証拠で
ある。また、研究代表者らは、文章理解の中

枢が左下前頭回腹側部（ブロードマンの
45/47 野）であることを提案してきたが、本
研究の成果は、それを裏付ける知見であり、
さらに文法中枢との相互作用に支えられて
いることを示している。以上の結果は、手話
と音声言語の普遍性、すなわち言語学で提案
されてきた「普遍文法」の存在を裏付けるも
のである。 

 本研究で新たに着手されたことのひとつ
が日本語ゲームと手話クイズの開発である。
これは楽しく遊んでいるような感覚の中で
より精緻な言語能力の育成及び測定が達成
されることを狙って、パソコンを利用したゲ
ーム・クイズ仕様とした。日本語の文法や表
記の正確さへの生徒たちの自覚を育て、その
定着が進むと同時に、生徒も教員も各人の日
本語の正確さの定着度を把握できるように
設計した。日本語ゲームには「表記」「語彙」
「文法」の３分野があり、「表記」はさらに｢仮
名｣｢漢字読み｣「漢字書き」の３つに分けら
れている。また、それぞれ難易度別に、３つ
のレベルを設定した。 

 日本語ゲームを実施した小学３年生から
中学１年生までの全生徒 20 名の解答データ
をもとに集計を行ったところ、問題の中でも
正答率が高いものは、仮名の問題と漢字書き
の問題であった。一方、正答率が低かった問
題は、漢字読みの問題と文法の問題であった。
今後、個々の問題の視点のみならず、個々の
生徒の学習プロセスの視点からも分析を進
める必要があるが、本ゲームによって、生徒
たちの日本語能力の一部が把握できたこと
は意味がある。日本手話能力の育成、思考
力・学力の伸長の次に置かれていた書記日本
語能力にも、今後一層の注目が必要である。 

 

機関番号：12601 

研究種目：基盤研究（S） 

研究期間：2008～2012 

課題番号：20220005 

研究課題名（和文） 言語の脳機能に基づく手話の獲得メカニズムの解明 

 

研究課題名（英文） The Elucidation of Sign Language Acquisition Mechanism 

Based on the Linguistic Function of the Brain 

研究代表者 

 酒井 邦嘉（SAKAI KUNIYOSHI L.） 

  東京大学 大学院総合文化研究科・准教授 

研究者番号：10251216 

 

 



 

 

３．現在までの達成度 

 

 ②おおむね順調に進展している。 

 (理由) 

 言語脳科学からのアプローチに関しては、
手話と音声言語との脳内処理の対応を明確
に示すために、日本手話を対象とする新たな
fMRI 実験の準備と並行して、健常者および
脳腫瘍患者を対象とする fMRI 実験を進めた。
それらの成果は、3 件のプレス発表を含む 7

報のオリジナル論文として既に発表済みで
あり、順調に研究が進展している。ろう児お
よびろう者を対象とした fMRI実験がH22年
度より可能になり、Neuro2011 学会での演題
提出を済ませ、論文執筆に向けて順調なスタ
ートを切った。 

 言語教育学からのアプローチに関しては、
新しい日本語習得ゲームの開発が実現し、既
に最初の実施と評価段階まで進んでいる。こ
の成果は、1 報のオリジナル論文や研究発表
として既に発表済みであり、当初の目標に向
けて順調に研究が進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
 言語能力の測定については、1000 項目を持
つ日本語ゲームに近付けて、手話能力測定も
項目数を 5倍の 500 とし、音韻、文法、語彙
などの分野別の測定を進める。同時に、言語
力とリテラシー能力・学力の相関関係の調
査・分析にとりかかる計画である。脳活動の
測定については、小学生から大人までの幅広
い年齢差や手話の獲得期間だけでは説明の
つかない言語能力や脳活動の個人差に注目
し、これを定量的に評価し可視化する事で、
獲得メカニズムを明らかにする計画である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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